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を
修
了
し
た
方
た
ち
が
、
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

を
行
う
な
ど
、
区
の
多
彩
な
観
光
資
源
を
多

く
の
方
に
伝
え
る
港
区
公
認
の
観
光
ガ
イ
ド

で
す
。

港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

関
わ
る
人
気
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

　
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
で
は

地
元
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
方
を
募
集
し
、

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
ガ
イ
ド

コ
ー
ス
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

経
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
方
が
港
区
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
港
区
は
多
彩
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
情

報
誌
に
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

情
報
誌
な
ど
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
デ
ィ

ー
ブ
な
港
区
の
史
跡
や
建
築
物
、
景
色
な
ど

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
て
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
紹

介
し
ま
す
。

　
実
際
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い

る
港
区
の
良
さ
、
隠
れ
た
名
所
な
ど
を
紹

介
・
発
信
す
る
こ
と
で
、
区
の
新
た
な
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
実
施
の
ツ
ア
ー

　
平
成
27
年
度
、
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
、
全
部
で
43
コ

港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　
こ
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
中
で
、
施
設
の

説
明
や
歴
史
的
内
容
の
解
説
な
ど
コ
ー
ス
全

体
の
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
た
の
は
「
港
区
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
の
方
た
ち
で
す
。

港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
区
が
実
施
し

た
「
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」

た
。
約
２
時
間
半
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
も

関
わ
ら
ず
、
参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
付
近
を

散
歩
す
る
だ
け
の
増
上
寺
に
つ
い
て
多
く
の

知
識
を
得
た
」「
通
常
入
れ
な
い
所
に
入
れ

た
と
い
う
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

歴
史
を
体
感
で
き
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。

港区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

ま
ち
め
ぐ
り
に
欠
か
せ
な
い
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

増上寺

まち歩きツアー
「徳川将軍家菩提寺増上寺の歴史を訪ねる」

で訪れる主なめぐり先

ガイドコース
平成27年度 定番コースとして企画された

1　高　輪　古に思いを・高輪名所めぐり
2　南青山　芸術家たちの足跡を訪ねて
3　麻　布　基本の「き」コース
4　六本木　六本木アートトライアングルをめぐる
5　外　苑　新緑の外苑イチョウ並木を歩く
6　白　金　緑豊かな白金遊歩
7　　芝　　芝の今昔物語
8　赤　坂　伝統と現代が織りなす赤坂の魅力を探る
9　新　橋　新橋の歴史さんぽ
10　芝　浦　とっておきの芝浦
11　お台場　お台場の新しい空間を味わう

徳川将軍家墓所

芝東照宮

増上寺別院　妙定院

まち歩きツアーでの港区観光
ボランティアの説明によって、
訪れた場所の理解が深まる 2

り
の
地
が
多
い
港
区
な
ら
で
は
の
企
画
と
な

り
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
11
月
21
日
に
実
施
さ
れ
た
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
「
徳
川
将
軍
家
菩
提
寺
増
上
寺

の
歴
史
を
訪
ね
る
」
で
は
、
徳
川
家
康
の
菩

提
寺
と
な
る
増
上
寺
境
内
と
そ
の
周
辺
に
存

在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
を
め
ぐ
り
、
時
代

と
と
も
に
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
た
増
上
寺
の

歴
史
を
探
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
増
上
寺
大
殿
（
本
堂
）
や
家
康
の
信
仰
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
黒
本
尊
の
祀
ら
れ
た
安

国
殿
、
徳
川
将
軍
家
墓
所
や
三
解
脱
門
、
有

章
院
霊
廟
二
天
門
の
ほ
か
、
増
上
寺
に
ま
つ

わ
る
重
要
な
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い
る
増

上
寺
別
院
「
妙
定
院
」
に
至
る
コ
ー
ス
で
し

徳
川
家
康
に
ゆ
か
り
の
あ
る
増
上
寺

　
平
成
27
年
11
月
28
日
、
港
区
赤
坂
区
民
セ

ン
タ
ー
で
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
徳
川
家
康
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
を
記
念
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
加
来
耕
三
さ
ん
（
歴
史

家
・
作
家
）
に
よ
る
徳
川
家
康
の
人
物
像
や

区
内
の
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地
の
紹
介
、
堀
江

宏
樹
さ
ん
（
作
家
・
歴
史
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

に
よ
る
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
歩

き
ツ
ア
ー
「
徳
川
将
軍
家
菩
提
寺
増
上
寺
の

歴
史
を
訪
ね
る
」
を
行
っ
た
様
子
と
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
紹
介
、
中
尾
彬
さ
ん
（
俳
優
・
タ

レ
ン
ト
）
に
よ
る
演
者
の
視
点
か
ら
み
た
徳

川
家
康
像
な
ど
の
ト
ー
ク
は
、
徳
川
家
ゆ
か
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平
成
27
年
、
徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
家
康
を
は
じ
め
と
し
た
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地
が

多
く
あ
る
港
区
で
は
平
成
27
年
11
月
21
日
に
、
区
が
育
成
し
た
「
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
協
力
を
得
て
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
「
徳
川
将
軍
家
菩
提
寺
増
上
寺
の
歴
史
を
訪
ね
る
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
実
施
し
た
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
を
取
り
上
げ
、

あ
わ
せ
て
こ
の
ツ
ア
ー
を
支
え
る
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
や

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
情
報
、
将
来
展
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

「
家
康
ゆ
か
り
の
地
」を
め
ぐ
る

徳川家康没後400年を記念して企画された、
港区歴史フォーラム「徳川家康」

徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
、「
家
康
ゆ
か
り
の
地
」を
め
ぐ
っ
て

　
　
〜
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
楽
し
む
ま
ち
歩
き
〜
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を
修
了
し
た
方
た
ち
が
、
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

を
行
う
な
ど
、
区
の
多
彩
な
観
光
資
源
を
多

く
の
方
に
伝
え
る
港
区
公
認
の
観
光
ガ
イ
ド

で
す
。

港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

関
わ
る
人
気
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

　
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
で
は

地
元
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
方
を
募
集
し
、

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
ガ
イ
ド

コ
ー
ス
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

経
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
方
が
港
区
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
港
区
は
多
彩
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
情

報
誌
に
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

情
報
誌
な
ど
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
デ
ィ

ー
ブ
な
港
区
の
史
跡
や
建
築
物
、
景
色
な
ど

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
て
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
紹

介
し
ま
す
。

　
実
際
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い

る
港
区
の
良
さ
、
隠
れ
た
名
所
な
ど
を
紹

介
・
発
信
す
る
こ
と
で
、
区
の
新
た
な
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
実
施
の
ツ
ア
ー

　
平
成
27
年
度
、
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
、
全
部
で
43
コ

港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　
こ
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
中
で
、
施
設
の

説
明
や
歴
史
的
内
容
の
解
説
な
ど
コ
ー
ス
全

体
の
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
た
の
は
「
港
区
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
の
方
た
ち
で
す
。

港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
区
が
実
施
し

た
「
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」

た
。
約
２
時
間
半
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
も

関
わ
ら
ず
、
参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
付
近
を

散
歩
す
る
だ
け
の
増
上
寺
に
つ
い
て
多
く
の

知
識
を
得
た
」「
通
常
入
れ
な
い
所
に
入
れ

た
と
い
う
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

歴
史
を
体
感
で
き
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。

港区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

ま
ち
め
ぐ
り
に
欠
か
せ
な
い
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

増上寺

まち歩きツアー
「徳川将軍家菩提寺増上寺の歴史を訪ねる」

で訪れる主なめぐり先

ガイドコース
平成27年度 定番コースとして企画された

1　高　輪　古に思いを・高輪名所めぐり
2　南青山　芸術家たちの足跡を訪ねて
3　麻　布　基本の「き」コース
4　六本木　六本木アートトライアングルをめぐる
5　外　苑　新緑の外苑イチョウ並木を歩く
6　白　金　緑豊かな白金遊歩
7　　芝　　芝の今昔物語
8　赤　坂　伝統と現代が織りなす赤坂の魅力を探る
9　新　橋　新橋の歴史さんぽ
10　芝　浦　とっておきの芝浦
11　お台場　お台場の新しい空間を味わう

徳川将軍家墓所

芝東照宮

増上寺別院　妙定院

まち歩きツアーでの港区観光
ボランティアの説明によって、
訪れた場所の理解が深まる3
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の
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の
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成
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。
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、
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の
地
が
多
い
港
区
な
ら
で
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と
と
も
に
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
た
増
上
寺
の

歴
史
を
探
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
増
上
寺
大
殿
（
本
堂
）
や
家
康
の
信
仰
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
黒
本
尊
の
祀
ら
れ
た
安

国
殿
、
徳
川
将
軍
家
墓
所
や
三
解
脱
門
、
有

章
院
霊
廟
二
天
門
の
ほ
か
、
増
上
寺
に
ま
つ

わ
る
重
要
な
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い
る
増

上
寺
別
院
「
妙
定
院
」
に
至
る
コ
ー
ス
で
し

徳
川
家
康
に
ゆ
か
り
の
あ
る
増
上
寺

　
平
成
27
年
11
月
28
日
、
港
区
赤
坂
区
民
セ

ン
タ
ー
で
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
徳
川
家
康
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
を
記
念
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
加
来
耕
三
さ
ん
（
歴
史

家
・
作
家
）
に
よ
る
徳
川
家
康
の
人
物
像
や

区
内
の
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地
の
紹
介
、
堀
江

宏
樹
さ
ん
（
作
家
・
歴
史
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

に
よ
る
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
歩

き
ツ
ア
ー
「
徳
川
将
軍
家
菩
提
寺
増
上
寺
の

歴
史
を
訪
ね
る
」
を
行
っ
た
様
子
と
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
紹
介
、
中
尾
彬
さ
ん
（
俳
優
・
タ

レ
ン
ト
）
に
よ
る
演
者
の
視
点
か
ら
み
た
徳

川
家
康
像
な
ど
の
ト
ー
ク
は
、
徳
川
家
ゆ
か
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港区

平
成
27
年
、
徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
家
康
を
は
じ
め
と
し
た
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地
が

多
く
あ
る
港
区
で
は
平
成
27
年
11
月
21
日
に
、
区
が
育
成
し
た
「
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
協
力
を
得
て
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
「
徳
川
将
軍
家
菩
提
寺
増
上
寺
の
歴
史
を
訪
ね
る
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
実
施
し
た
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
を
取
り
上
げ
、

あ
わ
せ
て
こ
の
ツ
ア
ー
を
支
え
る
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
や

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
情
報
、
将
来
展
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

「
家
康
ゆ
か
り
の
地
」を
め
ぐ
る

徳川家康没後400年を記念して企画された、
港区歴史フォーラム「徳川家康」

徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
、「
家
康
ゆ
か
り
の
地
」を
め
ぐ
っ
て

　
　
〜
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
楽
し
む
ま
ち
歩
き
〜
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明
治
16
年
に
、
日
本
初
の
私
鉄
で
あ
る
日

本
鉄
道
が
上
野
・
熊
谷
間
に
中
山
道
鉄
道
を

敷
設
し
、
王
子
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
区
内
を
走
る
は
じ
め
て
の
鉄
道
と
な
り
ま

す
。
開
業
当
時
は
午
前
と
午
後
の
一
往
復
で

し
た
が
、
王
子
神
社
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
８

月
と
飛
鳥
山
の
桜
で
に
ぎ
わ
う
４
月
に
は
、

臨
時
列
車
が
走
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
も
、
山
手
線
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
品
川
線

の
赤
羽
駅
や
、
田
端
駅
な
ど
主
要
駅
が
続
々

と
誕
生
し
、
現
在
で
は
埼
京
線
や
南
北
線
の

開
業
に
よ
っ
て
、
区
内
の
鉄
道
網
の
整
備
は

さ
ら
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
か
つ
て
41
路
線
あ
り
、
主
要
交
通

網
と
し
て
東
京
中
を
走
っ
て
い
た
都
電
は
、

今
で
は
唯
一
、
区
内
を
走
る
荒
川
線
が
残
る

　
北
区
は
、
鉄
道
と
ゆ
か
り
の
深
い
ま
ち
で

す
。
区
内
に
は
、
京
浜
東
北
線
、
埼
京
線
、

山
手
線
、宇
都
宮
線
、高
崎
線
、湘
南
新
宿
ラ

イ
ン
と
Ｊ
Ｒ
の
駅
も
多
く
、
ま
た
、
新
幹
線

や
地
下
鉄
の
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
、
都
内
で

は
唯
一
残
る
路
面
電
車
の
都
電
荒
川
線
が
走

る
な
ど
多
彩
な
路
線
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

　
北
区
は
、
江
戸
時
代
よ
り
主
要
街
道
の
中

山
道
や
日
光
御
成
道
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
し
た
。

　
明
治
に
入
る
と
政
府
に
よ
っ
て
鉄
道
網
の

整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
東
京
か

ら
京
都
を
結
ぶ
東
海
道
ル
ー
ト
と
中
山
道
ル

ー
ト
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
海
運
と
競
合

し
な
い
中
山
道
ル
ー
ト
の
鉄
道
建
設
が
優
先

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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北
区
は
、
新
幹
線
か
ら
地
下
鉄
や
都
電
ま
で
多
彩
な
路
線
が
行
き
交
う
“
鉄
道
の
ま
ち
”
で
す
。

区
内
に
は
、
都
電
と
新
幹
線
が
一
緒
に
見
ら
れ
る
め
ず
ら
し
い
風
景
な
ど
、

鉄
道
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
。
区
で
は
、
そ
う
し
た
場
所
を
め
ぐ
る
の
に
便
利
な
マ
ッ
プ
を

区
民
や
鉄
道
好
き
な
中
学
生
・
高
校
生
た
ち
と
協
力
し
て
制
作
し
、
発
行
し
て
い
ま
す
。

電
車
に
会
え
る
ま
ち
、北
区

　
　〜
今
日
は
電
車
に
会
い
に
行
こ
う
！
〜

東
京
北
部
の
交
通
の
要
と
な
る
ま
ち

第５回北区観光写真コンテスト鉄道部
門でのＪＲ東日本東京支社長賞受賞作、
北区で出合った鉄道風景を写した「北
区從走新幹線」（部分）。観光部門も含
め応募総数257点の中から選ばれた

都電荒川線・梶
原停留場近くの
和菓子の店「都
電もなか本舗 明
美」の最中は、都
電をかたどった
ユニークなお菓
子で知られてい
る。つぶあんの
中に求

ぎゅう

肥
ひ

が入っ
ていておいしい

4

ー
ス
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
青
山
や

お
台
場
の
コ
ー
ス
で
は
、
芸
術
家
た
ち
の
足

跡
を
訪
ね
な
が
ら
ま
ち
歩
き
を
し
た
り
、
浜

辺
を
歩
く
こ
と
で
趣
き
深
い
地
域
の
魅
力
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、芝
や
高
輪
、麻
布
の
コ
ー
ス
で
は
、古

く
か
ら
の
ま
ち
並
み
を
歩
き
、
ま
ち
め
ぐ
り

の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ル
ー
ト
な
ど
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
身
近
な
場
所
に
広
が
る
地

元
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

港
区
国
際
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

　
今
後
、
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
な

ど
を
控
え
、
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
も
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
来
訪
し
た
観
光
客
に
区
内

の
ま
ち
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

港
区
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
外
国
語
対
応
が

可
能
な
港
区
国
際
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
日
常
会
話
程
度
の
会
話
が
英
語
で
話
せ
る

方
を
対
象
に
募
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
い
る
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、
英
語
で
案
内
す
る
場

　
人
気
の
高
い
コ
ー
ス
と
し
て
「
大
使
館
の

メ
ッ
カ
麻
布
、
40
か
国
を
め
ぐ
る
」
の
よ
う

に
港
区
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
、
区
の
魅
力
が

感
じ
ら
れ
や
す
い
も
の
、「
赤
穂
義
士
ゆ
か

り
の
地
を
め
ぐ
る
」
と
い
っ
た
歴
史
を
取
り

上
げ
た
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
に
実
施
し
た
「
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〜
輝
く
ま
ち
・
六
本
木
か
ら

赤
坂
へ
〜
」
は
、
季
節
的
な
テ
ー
マ
と
マ
ッ

チ
し
評
判
の
良
い
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
で
し
た
。

面
を
設
け
る
な
ど
、
本
格
的
な
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
29
名
が
港
区
国
際
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
修
了
す
る
予
定
で
す
。

来
年
度
は
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
に
も
対
象

を
広
げ
、
育
成
講
座
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
港
区
で
は
、「
観
光
最
先
端
都
市
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
実
現
に
向
け
、
来
訪
す
る
外
国

人
旅
行
者
に
港
区
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方

に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
ホ
テ
ル
事
業
者
な
ど

と
も
連
携
し
た
、
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
ガ
イ
ド
事
業
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
港
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ま
ち
歩

き
を
楽
し
み
な
が
ら
地
元
の
魅
力
を
知
る
機

会
が
ま
す
ま
す
増
え
る
で
し
ょ
う
。

港区
広報担当おすすめスポット
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区
内
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
未
来

人気の定番コースやその時期しか開催されないまち歩き
ツアーなど、さまざまな企画がされており見逃せない

港区国際観光ボランティア
　平成27年６月から平成28年１月までの約７か月間
で全15回（補講、特別講座も含め）の講座が実施さ
れている。
　講座では、港区観光ボランティアの役割や区内の観
光資源を考える内容に始まり、ワークショップやグル
ープワークを経て、先輩ガイドの案内を学ぶためのフ
ィールドワークや受講生によるモニターツアーなどを
実施し、スキルアップを図り、最終的には、港区観光
ボランティアとして活動に必要なことをレポートにま
とめ修了する、本格的な研修が実施されている。

平成27年度港区国際観光ボランティア第１期生
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